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長年の発明と実績を基に数百の国際特許を取得し、

美容へと活用した確かなエビデンスが有る、

唯一無二の商品のみを扱います。

世界中にこの想いを実現し続ける

ブランドを目指します。

ブランド名は、「愛や大切な想いを、伝える。」の願いを込めています。

「- 伝愛 - デンアイ」を意味する造語です。

関わる人々の美と幸せ・希望を生み出す商品を、

愛を込めてお伝えして参ります。

化粧品を売る会社ではありません。

関わる人々の美と幸せ、希望を生み出す商品を発信します。
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レクシーラムーア美容液の開発秘話

①美容液へ　世界初 ナノハイドロキシアパタイト配合

②ナノハイドロキシアパタイトには
　線維芽細胞に作用しコラーゲンを産生させる自己免疫再生技術により
　【コラーゲン産生促進剤】という明確なエビデンス特許があります。

③医療主に手術 ( 長時間体内留置型手術 ) の現場にて細菌感染症による悪化を防ぎ命を救う為、
　博士による 17 年の研究が重ねられ発明された【自己免疫再生技術】の発明です。
　2012 年特許取得済から 9 年間手術の現場で使い続けられている医療実績があります。

④上記の明確なエビデンスと高い医療実績を持つ発明成分を、特殊な手術の現場だけでなく
　美容 ( 一般 ) にも活かして貰いたいという想いが込められています。
　永遠の若返りを世に、と博士を含む発明チームが美容液の調合、開発全てに関わっています。
　医療の観点からも驚愕的発明のナノハイドロキシアパタイトの力を最大限に引き出す為だけに
　調合された美容液が誕生しました。それが【レクシーラムーア】です。

※後半ページに国際特許資料から抜粋した 3  日、7 日の肌写真データ即効性のエビデンスを掲載
※ 【 コ ラ ー ゲ ン 産 生 促 進 剤 】 の 日 本 特 許 及 び 国 際 特 許 (  P  C  T  )  及  び 諸 外 国 に て の 特 許 取 得 済 、 
    医  療 的 鎮 静 作 用 、抗 炎 作 用 等 、 コ ラ ー ゲ ン 産 生 に よ る 【 豊 胸 促 進 剤 】、 合 計 数 百 の 特 許 取 得 成 分 。

(※ヒドロキシアパタイト )
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※1 本あたり約 2 ヶ月分 （使用量により個人差があります）
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内容成分

配合原料について

レクシーラムーアは肌に敏感な方にも使用頂けるよう、 下記配合しておりません

‒ パラベン

‒ 鉱物油

‒ 合成香料

‒ 法定色素 （着料）

‒ 石油系界面活性剤

‒ 紫外線吸収剤

‒ アルコール
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ハイドロキシアパタイト
線維芽細胞はコラーゲン・エスチヒアルロン酸を産生する大事な細胞
つまり … ハリのある肌、弾力、潤い作りに欠かせない細胞

線維芽細胞とは ・・・

細 胞 外 マ ト リ ッ ク ス と は 細 胞 と 細 胞 を

つ な ぐ 有 効 成 分 の こ と で

グ ロ ス フ ァ ク タ ー （ 細 胞 増 殖 因 子 ） の

集 合 体 で す 。
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SHAp（ハイドロキシアパタイト） によるコラーゲン産生促進

焼成 SHAp  v s  未焼成 SHAp
焼成 SHAp 添加で皮膚線維芽細胞のⅠ型コラーゲン産生が有意に増加
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SHAp（ハイドロキシアパタイト） によるコラーゲン産生促進

•  経皮吸収 +Ⅰ 型コラーゲン産生
‒ 角層に適用した SHAp（球状 /40nm /40nm）は表皮を透過し、
　線維芽細胞を促進 I 型コラーゲンを生成
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SHAp（ハイドロキシアパタイト） の安全性

「ナノハイドロキシアパタイト」の日本においての安全性試験の結果

*1)　 2007 年 7 月 ハイドロキシアパタイトナノ粒子の生物学的安全性試験として日本食品分析センターに依頼。　　

　　　試験はすべて、平成 15 年医薬審発第 0213001 号および、平成 15 年医療機器審査 No.36 並びに「新規化学物質等に係る試験の方法

　　　について」( 平成 15 年 11 月 21 日 薬食発第 1121002 号、平成 15･11･13 製局第 2 号、環保企発第 031121002 号 ) に準拠した試験を実施した。

*2)　 化粧品の安全性試験には必要とされないが、*1) の際に実施

(※ヒドロキシアパタイト )

※日本食品分析センターは化粧品・医薬部外品の衛生試験を実施しております
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線維芽細胞への作用

HApナノ粒子

微小突起

線維芽細胞

細胞とHAp / 高分子界面

繊維

接着した細胞とHAp/SF複合繊維の断面(TEM像

効果的な線維芽細胞の伸展 ( 医療デバイス例 )

【線維芽細胞】
・皮膚の機能を保つ上で最も重要な細胞
・コラーゲン、エラスチン、ヒアルロン酸などを作り出す
・コラーゲンを束ねて真皮の構造を作る

線維芽細胞

活性化

活性化

細胞伸展 細胞伸展

脂肪細胞
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（実際に線維芽細胞が活性化している写真）

線維芽細胞

線維芽細胞

※ナノハイドロキシアパタイト
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国内特許及び国際特許 PCT 取得「コラーゲン産生促進剤」
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国際特許 PCT 取得「コラーゲン産生促進剤」（特許資料原文より抜粋）
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【以下は被験者１.2 の肌の表面の様子を示した図である】3日、7日の肌写真データ即効性が確認
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